
判

例

研

究

〔
商
法
四
九
二
〕

株
式
移
転
に
よ
り
完
全
親
会
社
の
株
主
と
な
っ
た
者
は
、
完
全

子
会
社
の
取
締
役
等
役
員
の
責
任
を
株
主
代
表
訴
訟
で
追
及
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
事
例

東
京
地
裁
平
成
一
九
年
九
月
二
七
日
民
事
第
八
部
判
決

平
一
八
（
ワ
）
第
二
八
二
五
六
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
株
主
代
表
訴
訟
）

（
請
求
棄
却
、
控
訴
）

判
例
時
報
一
一
九
二
号
一
三
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
六
〇
号
三
三
四
頁

〔
判
示
事
項
〕

株
式
移
転
に
よ
り
完
全
親
会
社
の
株
主
と
な
っ
た
者
が
、
完
全
子

会
社
の
取
締
役
等
役
員
の
責
任
を
株
主
代
表
訴
訟
で
追
及
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
（
消
極
）

〔
参
照
条
文
〕

商
法
（
平
一
七
法
八
七
号
に
よ
る
改
正
前
商
法
）
三
六
四
条
（
会

社
法
七
七
二
条
乃
至
七
七
四
条
）、
会
社
法
八
四
七
条
・
八
五
一
条

〔
事

実
〕

平
成
一
四
年
一
〇
月
二
日
、

A株
式
会
社
と

B株
式
会
社
は
、
共

同
で
、
平
成
一
七
年
法
律
第
八
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
商
法
（
以
下

改
正
前
商
法

と
い
う
。）
三
六
四
条
に
定
め
る
株
式
移
転
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
当
該
株
式
会
社
の
設
立
当

時
の
商
号
は

C株
式
会
社
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
六
年
六
月
二
六
日
、

商
号
変
更
に
よ
り
、
株
式
会
社

Aと
な
っ
た
。（
以
下
平
成
一
四
年

一
〇
月
二
日
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
を

A株
式
会
社

、
株
式

移
転
の
対
象
と
な
っ
た
株
式
会
社
を

旧

A株
式
会
社

と
呼
称
す

る
。）原

告

Xは
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
二
日
付
け
の
提
訴
請
求
を
行
っ

た
日
の
時
点
で
、
六
箇
月
前
か
ら
引
き
続
き

A株
式
会
社
の
株
式
を

有
す
る
株
主
で
あ
る
。
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Xは
、

A株
式
会
社
の
監
査
役
に
対
し
、
平
成
一
八
年
一
〇
月
二

日
付
け
内
容
証
明
郵
便
で
、
①
同
社
が
組
織
ぐ
る
み
で
国
内
路
線
を

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
株
主
優
待
券
の
う
ち
か
ら
不
正
目
的
で
印

刷
し
た
一
部
を
金
券
シ
ョ
ッ
プ
で
換
金
し
、
こ
れ
を
不
正
流
用
し
て

い
た
こ
と
、
②
同
社
が
御
巣
鷹
山
の
航
空
機
墜
落
事
故
で
内
縁
の
妻

を
亡
く
し
た
特
定
の
暴
力
団
員
に
対
す
る
売
掛
金
債
権
の
回
収
を
し

な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
、
同
社
の
取
締
役
又
は
監
査
役
の
地
位
に
あ

っ
た
被
告

Yら
に
は
忠
実
義
務
及
び
善
管
注
意
義
務
違
反
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
同
社
が
合
計
二
八
億
円
の
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し

て
、

Yら
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
す
る

よ
う
に
請
求
し
た
。
し
か
し
、

A株
式
会
社
は
同
年
一
一
月
三
〇
日

付
け
通
知
書
を
も
っ
て
、

Xに
対
し
、
訴
え
を
提
起
し
な
い
旨
の
回

答
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
年
一
二
月
一
四
日
、

Xは
、

Yら
に
対
し
、
上
記
の

主
張
に
よ
り
、
各
自
二
八
億
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
同
損
害
賠
償
債

権
が
発
生
し
た
後
の
日
（
各
被
告
に
対
す
る
訴
状
送
達
の
日
の
翌

日
）
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延

損
害
金
を
、

A株
式
会
社
に
支
払
う
よ
う
に
求
め
て
、
本
訴
を
提
起

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

Yら
は
、

Xが

A株
式
会
社
の
株
主
と
し
て

A株

式
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
に
対
し
て
そ
の
責
任
追
及
の
た
め
の

株
主
代
表
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
自
身
ら
は
過
去
に
も
現

在
に
も

A株
式
会
社
の
取
締
役
又
は
監
査
役
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と

は
な
い
と
主
張
し
た
。

〔
判

旨
〕

請
求
棄
却
（
控
訴
）

Yら
は
、

A株
式
会
社
に
対
し
て
取
締
役
又
は
監
査
役
と
し
て
の

責
任
を
負
う
べ
き
地
位
に
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

ア

原
告
の
被
告
ら
に
対
す
る
請
求
は
、
会
社
法
八
四
七
条
に

基
づ
く
株
主
代
表
訴
訟
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同
条
は
、
六
箇
月
前
か
ら

引
き
続
き
株
式
を
有
す
る
株
主
は
、

株
式
会
社

に
対
し
、
取
締

役
、
監
査
役
等
役
員
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
改
正
前
商
法
に
お
い
て
も
二
六
七
条
に

同
様
の
規
定
が
さ
れ
て
い
た
。
本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
、
株
式
移

転
に
よ
り
被
告
ら
取
締
役
、
監
査
役
の
属
す
る
会
社
が
完
全
子
会
社

（
本
件
で
は
旧

A株
式
会
社
）
と
な
り
、
原
告
た
る
株
主
が
完
全
親

会
社
（
本
件
で
は

A株
式
会
社
）
の
株
主
と
な
っ
た
場
合
、
原
告
は
、

完
全
子
会
社
の
取
締
役
、
監
査
役
に
対
し
、
株
主
代
表
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

会
社
法
八
四
七
条
に
規
定
す
る

株
式
会
社

に
完
全
子
会
社
が
含

ま
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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イ

改
正
前
商
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
株
主
代
表
訴
訟
係
属
中

に
、
株
式
移
転
に
よ
り
完
全
親
会
社
の
株
主
の
地
位
を
取
得
し
、
完

全
子
会
社
の
株
主
の
地
位
を
喪
失
し
た
株
主
の
完
全
子
会
社
の
取
締

役
、
監
査
役
等
役
員
に
対
す
る
訴
え
の
原
告
適
格
の
有
無
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
適
格
を
失
う
と
す
る
の
が
裁
判
実
務
で

あ
っ
た
（
判
例
・
略
）。
上
記
裁
判
実
務
の
立
場
に
対
し
、
学
説
上

は
批
判
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
会
社
法
は
、
前
記
裁
判
実
務
を

変
更
す
る
趣
旨
で
、
新
た
に
八
五
一
条
を
設
け
、
同
条
一
項
で
、

責
任
追
及
等
の
訴
え
を
提
起
し
た
株
主
が
…
…
（
中
略
）
…
…
訴

訟
の
係
属
中
に
株
主
で
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
次
に
掲
げ
る
と
き

は
、
そ
の
者
が
、
訴
訟
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
、
同

項
一
号
で
、

そ
の
者
が
当
該
株
式
会
社
の
株
式
交
換
又
は
株
式
移

転
に
よ
り
当
該
株
式
会
社
の
完
全
親
会
社
の
株
式
を
取
得
し
た
と

き
。

と
規
定
し
て
い
る
。

ウ

以
上
の
よ
う
な
立
法
経
緯
、
規
定
文
言
、
条
文
相
互
間
の
関

係
等
に
照
ら
す
と
、
会
社
法
八
四
七
条
に
規
定
す
る

株
式
会
社

と
は
、
現
に
株
主
が
保
有
し
て
い
る
株
式
の

株
式
会
社

を
指
し
、

例
外
的
に
、
同
法
八
五
一
条
一
項
一
号
に
よ
り
、
株
主
の
地
位
を
喪

失
し
て
も
、
株
主
代
表
訴
訟
係
属
中
に
株
式
移
転
が
行
わ
れ
た
と
き

に
は
当
該
株
主
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
を
有
し
て
い
る
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
株
式
移
転
に
よ
り
完
全

親
会
社
が
設
立
さ
れ
た
場
合
に
当
該
完
全
親
会
社
の
株
主
と
な
っ
た

者
は
、
完
全
親
会
社
の
取
締
役
、
監
査
役
等
役
員
を
相
手
に
株
主
代

表
訴
訟
の
取
締
役
、
監
査
役
等
役
員
を
相
手
に
株
主
代
表
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

原
告
は
、
完
全
親
会
社
（

A株
式
会
社
）
の
株
主
と
し
て
、
完
全
子

会
社
（
旧

A株
式
会
社
）
の
取
締
役
、
監
査
役
で
あ
っ
た
者
の
責
任

を
株
主
代
表
訴
訟
で
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
不
都
合
、
不
当
な
結
論
に
な
る
と
主
張
す
る
が
、
独
自
の

主
張
で
あ
り
、
上
記
当
裁
判
所
の
判
断
基
準
に
照
ら
し
、
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

上
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
ら
は
、

A株
式
会
社
の
取
締

役
又
は
監
査
役
に
就
任
し
た
こ
と
は
な
く
、
旧

A株
式
会
社
の
取
締

役
又
は
監
査
役
の
地
位
に
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、

A株
式
会
社
に
対
し

て
取
締
役
又
は
監
査
役
の
責
任
を
負
う
べ
き
地
位
に
な
い
。
…
…
本

訴
請
求
は
、
…
…
そ
の
余
の
点
を
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
理
由
が
な

い
。以

上
に
よ
れ
ば
、
原
告
の
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
、

こ
れ
を
棄
却
す
る

。

〔
研

究
〕

判
旨
一
部
疑
問
。
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一

本
件
は
、
株
式
移
転
に
よ
り
完
全
親
会
社
（

A株
式
会
社
）
の

株
主
と
な
っ
た
原
告

Xが
、
自
己
が
株
式
を
有
す
る

A株
式
会
社
に

対
し
、
取
締
役
等
役
員
の
責
任
を
追
及
す
る
訴
え
の
提
起
を
請
求
し

た
う
え
で
提
訴
し
た
株
主
代
表
訴
訟
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
告

Yら

は
、

A株
式
会
社
の
取
締
役
又
は
監
査
役
で
は
な
く
、
株
式
移
転
に

よ
り

A株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
と
な
っ
た
旧

A株
式
会
社
の
か
つ

て
の
取
締
役
又
は
監
査
役
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
件
の
争
点
は
、

Yら
が
、

A株
式
会
社
に
対
し
て
、
取
締
役
又
は
監
査
役
と
し
て
の

責
任
を
負
う
べ
き
立
場
に
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
本
判
決
は
、

株
式
移

転
に
よ
り
被
告
ら
取
締
役
、
監
査
役
の
属
す
る
会
社
が
完
全
子
会
社

（
本
件
で
は
旧

A株
式
会
社
）
と
な
り
、
原
告
た
る
株
主
が
完
全
親

会
社
（
本
件
で
は

A株
式
会
社
）
の
株
主
と
な
っ
た
場
合
、
原
告
は
、

完
全
子
会
社
の
取
締
役
、
監
査
役
に
対
し
、
株
主
代
表
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

と
整
理
し
、
続
け
て
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
八
四
七
条
に
規
定
す
る

株
式
会

社

に
完
全
子
会
社
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る

と
す
る
。

本
件
の
特
殊
性
は
、
株
式
移
転
に
よ
る
完
全
親
子
会
社
関
係
形
成

後
に
株
主
代
表
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
結
論
を
請
求
棄
却
と
さ
れ
た
点

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
下
級
審
判
決
が
、
株
主
代
表
訴
訟
係

属
中
に
株
式
移
転
等
が
行
わ
れ
た
事
案
で
、
原
告
適
格
の
問
題
と
し

て
却
下
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
き
た
中
、
本
件
は
、
株
式
移
転
と
訴
訟

提
起
の
順
序
が
異
な
る
事
案
で
あ
る
点
お
よ
び
訴
訟
要
件
を
満
た
す

と
解
さ
れ
た
点
で
特
異
と
い
え
よ
う
（
被
告
適
格
な
ど
で
対
処
の
余

地
は
な
い
か
疑
問
が
あ
る
）。
ま
た
、
本
件
は
、
親
会
社
株
主
が
子

会
社
取
締
役
等
役
員
の
責
任
を
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
り
追
及
で
き
る

か
に
関
す
る
会
社
法
制
定
以
後
初
め
て
の
下
級
審
判
決
と
み
ら
れ
、

そ
の
存
在
意
義
を
有
す
る
。

二

従
来
の
下
級
審
判
決

本
件
の
争
点
に
関
し
、
従
来
の
下
級
審
判
決
は
、
一
貫
し
て
、
株

主
代
表
訴
訟
係
属
中
の
原
告
株
主
が
株
式
移
転
等
を
理
由
と
し
て
完

全
子
会
社
の
株
主
地
位
を
喪
失
し
、
完
全
親
会
社
の
株
主
に
な
っ
た

場
合
、
株
主
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
も
喪
失
す
る
と
示
し
て
き
た

（
東
京
地
判
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
判
例
時
報
一
七
四
八
号
一
七

一
頁
、
名
古
屋
地
判
平
成
一
四
年
八
月
八
日
判
例
時
報
一
八
〇
〇
号

一
五
〇
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
五
年
二
月
六
日
判
例
時
報
一
八
一
二

号
一
四
三
頁
、
名
古
屋
高
判
平
成
一
五
年
四
月
二
三
日
、
東
京
高
判

平
成
一
五
年
七
月
二
四
日
判
例
時
報
一
八
五
八
号
一
五
四
頁
。
但
し
、

特
段
の
事
情
に
よ
り
原
告
適
格
の
維
持
を
認
め
る
余
地
を
残
す
も
の

が
あ
る
）。
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こ
れ
ら
の
下
級
審
判
決
で
は
、
①
改
正
前
商
法
二
六
七
条
に
い
う

会
社

と
は
当
該
株
主
が
属
す
る
会
社
の
み
を
指
す
こ
と
、
②
株

式
移
転
に
よ
る
株
主
資
格
喪
失
の
場
合
に
関
し
て
当
事
者
適
格
が
維

持
さ
れ
る
旨
を
定
め
た
特
別
の
規
定
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
、
③
六

箇
月
の
株
式
保
有
要
件
は
、
当
該
会
社
の
取
締
役
等
の
責
任
を
追
及

す
る
こ
と
に
利
益
を
有
す
る
の
が
当
該
会
社
の
実
質
的
所
有
者
た
る

株
主
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
訴
訟
の
追
行
要
件
で
あ
り
、
口
頭
弁
論

終
結
時
ま
で
継
続
し
て
満
た
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
④
改

正
前
商
法
が
親
子
会
社
間
の
法
律
関
係
を
規
律
す
る
場
合
に
は
、

親
会
社

、

子
会
社

と
い
う
用
語
を
用
い
て
そ
の
旨
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
正
前
商
法
二
六
七
条
一
項
・
二
項
に
い

う

会
社

に
は
子
会
社
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
、

⑤
完
全
親
会
社
の
株
主
と
な
っ
た
者
が
完
全
子
会
社
の
財
務
状
況
か

ら
受
け
る
影
響
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
完
全
子
会
社
の
取

締
役
に
対
す
る
監
督
は
、
株
主
で
あ
る
完
全
親
会
社
の
取
締
役
の
総

合
的
・
経
営
上
の
判
断
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
仮
に
当
該
子
会
社
の

取
締
役
の
責
任
が
明
白
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
完
全
親
会

社
が
そ
の
責
任
追
及
を
行
わ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
完
全
親
会
社

の
株
主
は
、
完
全
親
会
社
の
取
締
役
に
対
し
て
株
主
代
表
訴
訟
を
提

起
し
、
そ
の
任
務
懈
怠
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
す
べ

き
こ
と
、
⑥
間
接
的
な
態
様
の
み
で
当
該
子
会
社
の
取
締
役
の
責
任

追
及
が
不
十
分
だ
と
し
て
も
改
正
前
商
法
が
採
用
す
る
立
法
上
の
裁

量
判
断
で
あ
る
こ
と
、
⑦
株
式
移
転
に
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を

要
す
る
こ
と
か
ら
（
改
正
前
商
法
三
六
五
条
）
株
主
の
意
思
に
よ
ら

な
い
地
位
の
喪
失
と
も
い
え
ず
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
、
⑧
改
正
前

商
法
は
株
式
移
転
に
反
対
す
る
株
主
保
護
の
た
め
に
株
式
買
取
請
求

権
（
改
正
前
商
法
三
七
一
条
二
項
、
三
五
五
条
）
や
株
式
移
転
無
効

確
認
の
訴
え
（
改
正
前
商
法
三
七
二
条
）
を
規
定
し
、
親
会
社
株
主

は
こ
れ
に
よ
り
そ
の
不
都
合
性
を
是
正
す
る
途
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
下
級
審
判
決
）。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
従
来
の
下
級
審
判
決
か
ら
す
れ
ば
、
改
正
前
商

法
二
六
七
条
に
お
け
る

会
社

に
は
子
会
社
は
含
ま
れ
な
い
と
解

し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

三

従
来
の
学
説

㈠

こ
れ
に
対
し
、
従
来
の
学
説
は
、
下
級
審
判
決
に
反
対
し
、
か

か
る
場
合
、
株
主
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
は
喪
失
し
な
い
と
す
べ
き

と
の
主
張
が
強
か
っ
た
（
鳥
山
恭
一

判
批

法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
六

一
号
一
一
四
頁
、
周
劍
龍

判
例
研
究

金
融
・
商
事
判
例
一
一
二

七
号
六
六
頁
、
佐
合
美
佳

判
例
研
究

法
政
論
集
一
九
一
号
二
五

二
頁
、
藤
井
正
夫

判
批

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
九
六
号
一
三
五
頁
、

加
藤
勝
郎

判
批

取
締
役
の
法
務
一
〇
四
号
八
一
頁
、
山
本
忠
弘
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判
批

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
二
〇
〇
二
年
（
下
）
九
七
頁
、
吉

本
健
一

判
批

判
例
評
論
五
一
六
号
一
八
四
頁
、
南
隅
基
秀

判

例
研
究

札
幌
学
院
法
学
一
八
巻
二
号
一
三
二
頁
、
村
上
裕

判

批

法
学
六
六
巻
四
号
一
〇
一
頁
、
田
邊
光
政

判
批

現
代
ビ

ジ
ネ
ス
判
例

（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
七
頁
、
高
橋

英
治

判
批

商
事
法
務
一
七
一
九
号
一
三
四
頁
、
鳥
山
恭
一

判

批

法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
七
七
号
一
一
八
頁
、
田
邊
宏
康

判
批

判

例
タ
イ
ム
ズ
一
一
五
八
号
一
七
六
頁
、
古
川
朋
子

判
例
研
究

早

稲
田
法
学
七
九
巻
二
号
二
四
二
頁
、
南
隅
基
秀

判
例
研
究

法
学

研
究
七
八
巻
八
号
六
六
頁
、
小
原
将
照

判
批

法
学
研
究
七
七
巻

一
一
号
一
二
六
頁
、
荒
谷
裕
子

判
批

判
例
評
論
五
五
五
号
二
一

七
頁
。
但
し
、
従
来
の
下
級
審
判
決
に
賛
同
す
る
見
解
と
し
て
、
大

山
浩
世

判
例
研
究

法
学
研
究
七
五
巻
一
〇
号
一
一
一
頁
、
西
本

強

判
例
紹
介

銀
行
法
務
21
六
三
六
号
五
四
頁
、
板
倉
充
信

判

批

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
五
四
号
一
九
七
頁
が
あ
る
）。
そ
の
理
由

に
は
、
①
株
式
移
転
等
の
場
合
、
株
主
は
任
意
譲
渡
の
よ
う
に
自
ら

の
意
思
で
株
主
の
地
位
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
法
律
の
規
定
に

従
っ
て
強
制
的
に
そ
の
地
位
を
失
う
こ
と
、
②
原
告
適
格
を
喪
失
す

る
と
す
れ
ば
、
提
起
さ
れ
た
株
主
代
表
訴
訟
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
被

告
取
締
役
等
が
株
式
移
転
制
度
を
悪
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

③
当
該
株
主
は
完
全
親
会
社
の
株
主
と
な
っ
て
も
、
子
会
社
に
対
し

て
利
害
関
係
を
な
お
継
続
し
て
有
し
て
お
り
適
切
な
訴
訟
追
行
が
可

能
な
こ
と
、
④
完
全
子
会
社
の
取
締
役
等
に
対
す
る
新
た
な
提
訴
権

者
と
な
る
親
会
社
が
提
訴
権
を
適
切
に
行
使
す
る
か
は
事
実
上
疑
問

で
あ
る
こ
と
、
⑤
原
告
適
格
を
喪
失
す
る
と
す
れ
ば
取
締
役
に
対
す

る
責
任
追
及
に
よ
っ
て
会
社
の
損
害
回
復
や
取
締
役
の
行
為
の
監
督

是
正
を
目
的
と
す
る
株
主
代
表
訴
訟
制
度
が
骨
抜
き
に
な
る
こ
と
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
告
適
格
の
拡
張
、
す
な
わ
ち
、
株
主
権
の
縮
減
に

対
す
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
親
会
社
株
主
に
子
会
社
取
締
役
に
対
す

る
株
主
代
表
訴
訟
提
起
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
を
受
け

て
、
平
成
一
一
年
改
正
時
に
は
、
立
法
論
を
展
開
す
る
も
の
も
出
て

来
た
（
森
本
滋

純
粋
持
株
会
社
と
会
社
法

法
曹
時
報
四
七
巻
一

二
号
一
八
頁
、
原
田
晃
治
・
関
一
穂
・
范
揚
恭
・
市
原
義
孝

親

子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点

に
対
す
る
各
界
意
見
の
分
析

商
事
法
務
一
五
〇
六
号
一
六
頁
な
ど
参
照
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
す
る
批
判
に
は
、
上
記
下
級
審
判

決
の
主
張
に
加
え
、
親
子
会
社
間
の
法
人
格
の
異
別
性
を
保
つ
べ
き

点
、
ま
た
原
告
適
格
を
維
持
す
べ
き
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
人
格
否

認
の
法
理
や
株
式
移
転
の
無
効
の
訴
え
な
ど
を
利
用
す
べ
き
点
、
提

訴
要
件
を
絞
る
べ
き
で
あ
る
点
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
で
、
批
判
に
対
す
る
反
論
に
は
、
法
人
格
否
認
の
法
理
な
ど
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一
般
法
理
に
頼
る
よ
り
個
別
の
条
文
の
解
釈
で
対
応
す
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
（
南
隅
・
前
掲
法
学
研
究
六
〇
頁
）、
特
定
の
法
律
関
係

の
み
に
対
応
す
べ
き
場
合
に
は
株
式
移
転
無
効
の
訴
え
な
ど
に
よ
る

の
は
不
便
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

㈡

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
、
被
告
取
締
役
の
会
社
に
属
さ
な
い
株
主

に
対
し
て
原
告
適
格
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
の
中
に
も
、
上
記
下

級
審
判
決
の
よ
う
な
訴
訟
係
属
中
に
株
式
移
転
に
よ
っ
て
株
主
地
位

が
喪
失
す
る
場
合
と
、
本
事
案
の
よ
う
な
株
式
移
転
に
よ
る
完
全
親

子
会
社
化
の
終
了
後
に
訴
訟
提
起
が
な
さ
れ
る
場
合
と
は
別
個
に
論

ず
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
（
江
頭
憲
治
郎
・
武
井
一
浩
・

川
西
隆
行
・
原
田
晃
治
・
特
別
座
談
会

株
式
交
換
・
株
式
移
転
─

制
度
の
活
用
に
つ
い
て

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
八
号
一
一
五
頁
、
荒

谷
・
前
掲
二
一
五
頁
、
鳥
山
・
前
掲
一
一
八
頁
）。
そ
し
て
、
原
告

適
格
の
拡
張
を
提
唱
す
る
見
解
の
中
で
も
、
係
属
中
の
株
主
地
位
の

喪
失
の
場
合
に
原
告
適
格
を
認
め
る
見
解
（
加
藤
・
前
掲
八
一
頁
、

村
上
・
前
掲
一
〇
二
頁
、
佐
合
・
前
掲
二
五
二
頁
、
田
邊
宏
康
・
前

掲
一
七
六
頁
、
中
東
正
文

株
式
交
換
・
株
式
移
転

金
融
・
商
事

判
例
一
一
六
〇
号
二
七
頁
）、
二
重
代
表
訴
訟
ま
で
認
め
よ
う
と
す

る
見
解
（
浜
田
道
代

代
位
訴
訟

証
券
研
究
九
四
巻
一
一
八
頁
、

南
隅
・
前
掲
札
幌
学
院
法
学
一
三
二
頁
、
吉
本
健
一

判
批

判
例

時
報
一
七
六
七
号
一
八
五
頁
、
山
本
・
前
掲
九
七
頁
、
鳥
山
・
前
掲

一
一
八
頁
、
古
川
・
前
掲
二
四
四
頁
、
南
隅
・
前
掲
法
学
研
究
二
八

五
頁
、
近
藤
光
男

代
表
訴
訟

民
商
法
雑
誌
一
〇
八
巻
四
・
五
号
、

五
四
四
頁
）、
二
重
代
表
訴
訟
ま
で
は
認
め
な
い
が
係
属
中
の
株
式

移
転
等
に
よ
る
株
主
地
位
の
喪
失
以
外
に
も
例
外
的
に
原
告
適
格
を

認
め
よ
う
と
す
る
見
解
（
周
・
前
掲
六
六
頁
、
荒
谷
・
前
掲
二
一
七

頁
、
田
邊
光
政
・
前
掲
一
三
七
頁
）
な
ど
が
主
張
さ
れ
、
相
違
が
見

受
け
ら
れ
る
。

従
来
の
学
説
で
は
、
下
級
審
判
決
を
批
判
し
、
二
重
代
表
訴
訟
を

も
視
野
に
い
れ
た
株
主
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
を
拡
大
す
る
考
え
方

が
通
説
で
あ
り
（
株
主
代
表
訴
訟
制
度
研
究
会

株
式
交
換
・
株
式

移
転
と
株
主
代
表
訴
訟
⑵

商
事
法
務
一
六
八
二
号
四
頁
以
下
）、

改
正
前
商
法
二
六
七
条
の

会
社

に
子
会
社
が
含
ま
れ
る
場
合
を

認
め
る
方
向
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、
子
会
社
を
規
定
に
含
む
よ
う
解

す
る
場
合
と
は
如
何
な
る
場
合
か
に
つ
い
て
は
、
株
主
代
表
訴
訟
係

属
中
の
株
式
移
転
等
に
よ
り
子
会
社
の
株
主
地
位
を
喪
失
し
た
事
例

に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
一
般
的
に
二
重
代
表
訴
訟
を
認
め
る
の
か
、

二
重
代
表
訴
訟
ま
で
は
認
め
な
い
が
下
級
審
判
決
の
事
例
に
限
ら
ず

例
外
が
認
め
ら
れ
る
の
か
の
見
解
に
分
か
れ
、
特
に
後
二
者
は
、
下

級
審
判
決
の
事
例
以
外
の
例
外
を
認
め
る
た
め
の
要
件
の
確
定
が
困

難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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四

会
社
法

㈠

こ
れ
ら
の
下
級
審
判
決
お
よ
び
学
説
を
経
て
、
本
判
決
に
適
用

さ
れ
た
会
社
法
が
制
定
さ
れ
た
。
会
社
法
は
、
八
五
一
条
を
新
設
し
、

訴
訟
係
属
中
に
株
主
で
な
く
な
っ
て
も
訴
訟
追
行
を
認
め
る
場
合
と

し
て
、
株
式
移
転
に
よ
り
完
全
親
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
従
来
の

会
社
す
な
わ
ち
完
全
子
会
社
の
株
主
の
地
位
を
喪
失
し
た
場
合
を
挙

げ
る
。
同
条
の
新
設
に
よ
れ
ば
、
上
記
下
級
審
判
決
の
よ
う
な
事
例

に
つ
い
て
は
立
法
で
解
決
を
み
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
要
綱

試
案
お
よ
び
成
立
し
た
会
社
法
に
お
い
て
も
、
従
来
の
学
説
で
議
論

が
分
か
れ
た
点
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
す

な
わ
ち
、
八
五
一
条
に
よ
り
、
原
告
適
格
の
拡
大
が
、
訴
訟
係
属
中

に
株
式
移
転
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
、
二
重
代
表
訴
訟
ま
で
認
め
る
の
か
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。

八
五
一
条
の
立
法
趣
旨
は
、
下
級
審
判
決
と
学
説
の
対
立
を
踏
ま

え
て
、

代
表
訴
訟
の
原
告
株
主
が
、
株
式
交
換
等
に
よ
り
完
全
親

会
社
の
株
主
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
代
表
訴
訟
の
原
告
適
格
を

失
う
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け

る
原
告
株
主
は
完
全
親
会
社
の
株
主
と
し
て
引
き
続
き
代
表
訴
訟
の

結
果
に
つ
き
間
接
的
に
影
響
を
受
け
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

ま
で
の
訴
訟
活
動
が
す
べ
て
水
泡
に
帰
す
る
結
果
に
な
る
の
は
妥
当

で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
さ
れ
て
い
た

（
相
澤
哲
他

外
国
会

社
・
雑
則

別
冊
商
事
法
務
二
九
五
号
二
一
八
頁
）
こ
と
を
う
け
、

こ
れ
に
対
す
る
立
法
上
の
手
当
を
行
っ
た
点
に
あ
る
（

会
社
法
制

の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
七
号
二
頁
な

ど
参
照
）。

し
か
し
、
平
成
一
七
年
改
正
に
お
い
て
も
、
二
重
代
表
訴
訟
の
導

入
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
懸
念
・
批
判
と
同
様
に
、
提
訴
要
件

の
絞
り
方
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
導
入
す
れ
ば
会
社
の
組
織
形
態
選

択
の
制
約
に
な
る
等
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
（
江
頭
憲
治
郎

会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案

の
解
説
（
Ⅲ
）

商
事

法
務
一
七
二
三
号
一
五
頁
）、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
従
来

の
学
説
に
お
け
る
見
解
の
対
立
や
、
立
法
論
と
し
て
平
成
一
一
年
改

正
及
び
平
成
一
七
年
改
正
に
お
い
て
二
重
代
表
訴
訟
が
親
会
社
株
主

の
保
護
の
一
手
段
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
面

か
ら
そ
の
導
入
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
法
技
術
的
に
要
件
な

ど
詳
細
の
更
な
る
検
討
を
要
し
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
親
会
社
株
主

の
保
護
と
し
て
具
体
的
提
言
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
株
主
総
会
議

事
録
（
三
一
八
条
五
項
）
取
締
役
会
議
事
録
（
三
七
一
条
五
項
）
株

主
名
簿
（
一
二
五
条
四
項
）
計
算
書
類
等
の
閲
覧
（
四
三
三
条
三

項
）
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
先
に
立
法
し
た
と
い
う
経
緯
（
株
主
代

表
訴
訟
制
度
研
究
会
・
前
掲
一
三
頁
）
に
見
ら
れ
る
状
況
は
、
会
社
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法
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
面
的
に
二
重
代
表
訴
訟
を
認

め
る
趣
旨
な
ら
ば
、
要
件
な
ど
が
条
文
上
明
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、

八
五
一
条
を
注
意
的
に
規
定
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
点
か
ら
す
れ
ば
、
会
社
法
に
お
け
る
株
主
代
表
訴
訟
が
、
少
な

く
と
も
全
面
的
に
二
重
代
表
訴
訟
ま
で
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
評

価
さ
れ
る
（
黒
沼
悦
郎

株
式
会
社
の
業
務
執
行
機
関

ジ
ュ
リ
ス

ト
一
二
九
五
号
七
三
頁
、
近
藤
光
男

最
新
株
式
会
社
法
（
第
三

版
）

二
九
五
頁
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
六
年
））
の
は
妥
当
と
い

え
よ
う
。

㈡

原
則
と
し
て
少
な
く
と
も
全
面
的
に
二
重
代
表
訴
訟
を
認
め
た

も
の
で
は
な
い
と
評
価
さ
れ
る
と
し
て
も
、
例
外
と
し
て
八
四
七
条

の

株
式
会
社

に
子
会
社
を
含
め
て
解
し
、
親
会
社
株
主
が
子
会

社
取
締
役
等
役
員
に
対
し
責
任
追
及
を
認
め
る
余
地
は
な
い
か
。
上

記
の
よ
う
に
、
従
来
の
下
級
審
判
決
・
学
説
・
会
社
法
制
定
経
緯
か

ら
、
二
重
代
表
訴
訟
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
法
技
術
上
の

困
難
さ
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
実
現
は
見
送
ら
れ
て
き
た
（
原
田
晃

治
・
前
掲
一
六
頁
、
江
頭
憲
治
郎
・
前
掲
一
五
頁
等
）。
こ
の
点
か

ら
す
れ
ば
、
八
五
一
条
の
存
在
は
、
親
会
社
株
主
の
保
護
を
目
的
と

す
る
法
制
度
の
構
築
の
過
渡
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
八
四
七
条
の

株
式
会
社

に
当
該
株
主
が
現
に
株
式
を
保
有
す
る
会
社
以
外
の

会
社
で
あ
る
子
会
社
を
含
め
て
解
す
べ
き
例
外
的
な
事
例
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
例
外
を
認
め
る
理
由
に
は
、
親
会
社
の
利
益
の
源
泉
が
子

会
社
の
事
業
活
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
会
社
自
身
が
子
会
社

を
ほ
と
ん
ど
会
社
監
督
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
の
不
都
合
性
を
解
消

す
べ
き
こ
と
（
前
田
雅
弘

持
株
会
社
の
法
的
諸
問
題
（
2
）

月

刊
資
本
市
場
一
一
九
号
五
八
頁
、
黒
沼
悦
郎

持
株
会
社
の
法
的
諸

問
題
（
3
）

月
刊
資
本
市
場
一
二
〇
号
七
四
頁
、
柴
田
和
史

純

粋
持
株
会
社
を
前
提
と
し
た
商
法
上
の
問
題

月
刊
資
本
市
場
一
二

七
号
二
八
頁
、
酒
巻
俊
雄

純
粋
持
株
会
社
と
会
社
法
上
の
問
題

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
四
号
二
六
頁
）、
立
法
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
よ
う
に
株
主
権
の
縮
減
の
問
題
に
対
す
る
立
法
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
（
南
隅
・
前
掲
六
一
頁
）、
株
主
代
表
訴
訟
は
会
社
の
実
質

的
所
有
者
た
る
地
位
に
本
質
が
あ
る

株
主

が
提
起
で
き
る
も
の

と
解
す
べ
き
こ
と
（
南
隅
・
前
掲
六
三
頁
）、
株
主
代
表
訴
訟
制
度

の
回
避
や
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
の
回
避
の
可
能
性
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
対
処
す
べ
き
こ
と
（
小
原
・
前
掲
一
二
七
頁
）、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

思
う
に
、
会
社
法
八
五
一
条
二
項
・
三
項
は
、
多
重
的
に
完
全
親

子
会
社
化
が
な
さ
れ
た
場
合
も
想
定
し
、
そ
の
完
全
親
会
社
等
の
株

主
で
あ
り
続
け
る
限
り
、
原
告
適
格
を
失
う
こ
と
が
な
い
（
相
澤
哲

他
・
前
掲
二
一
八
頁
）。
か
か
る
規
定
は
、
親
子
会
社
間
の
利
害
関
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係
が
間
接
的
で
あ
り
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
親
会
社
株

主
に
よ
る
子
会
社
取
締
役
の
責
任
追
及
の
た
め
の
株
主
代
表
訴
訟
を

認
め
る
べ
き
で
な
い
と
の
主
張
を
覆
す
も
の
で
あ
り
、
株
主
代
表
訴

訟
を
認
め
る
べ
き
利
害
関
係
を
よ
り
広
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

会
社
法
下
で
は
原
告
適
格
を
認
め
る
例
外
を
拡
張
す
る
方
向
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
八
五
一
条
は
、
株
式
移
転
に
際
し
対
価
が
現
金
等
で
あ
っ

て
、
株
主
が
親
会
社
の
株
主
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
訴
訟
の
係
属

を
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
親
会
社
の
株
主
で
な
く
な
れ
ば
、

子
会
社
取
締
役
等
の
責
任
追
及
に
関
し
利
害
関
係
が
な
く
な
っ
た
た

め
と
指
摘
さ
れ
る
（
相
澤
他
・
前
掲
二
六
〇
頁
）。
と
す
れ
ば
、
反

対
に
利
害
関
係
が
継
続
し
て
い
る
時
な
ど
、
例
外
的
な
対
処
と
し
て

株
主
代
表
訴
訟
を
認
め
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
浜
田
道
代

他

キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
会
社
法
（
第
2
版
）

山
田
泰
弘
、
二
四

九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
））。

こ
れ
ら
か
ら
、
会
社
法
の
も
と
で
子
会
社
取
締
役
の
責
任
を
追
及

で
き
る
例
外
的
場
合
は
、
子
会
社
と
親
会
社
株
主
と
の
間
に
利
害
関

係
が
継
続
し
、
且
つ
、
訴
え
の
利
益
が
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
に
も

と
め
る
見
解
（
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
多
重
代
表
訴
訟
の
基
準
を
紹
介

す
る
も
の
と
し
て
、
畠
田
公
明

純
粋
持
株
会
社
と
株
主
代
表
訴

訟

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
〇
号
、
山
田
泰
弘

親
子
会
社
・
株
式
交

換
と
多
重
的
代
表
訴
訟
（
一
）（
二
）

法
政
論
集
一
七
七
・
一
七
八

号
等
）
な
ど
、
従
来
よ
り
緩
や
か
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

会
社
法
八
四
七
条
の

株
式
会
社

に
子
会
社
等
は
、
原
則
と
し

て
含
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
外
と
し
て
、
八
五
一
条
の
他
に
、
二

重
代
表
訴
訟
を
認
め
る
べ
き
理
由
や
利
害
関
係
の
継
続
な
ど
を
考
慮

し
、
八
四
七
条
の

株
式
会
社

に
子
会
社
等
が
含
ま
れ
る
場
合
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五

本
判
決

本
判
決
は
、
八
四
七
条
の

株
式
会
社

に
完
全
子
会
社
が
入
る

か
否
か
に
つ
き
、
立
法
経
緯
、
規
定
文
言
、
条
文
相
互
間
の
関
係
等

に
照
ら
し
て
、
現
に
株
主
が
保
有
し
て
い
る
株
式
の
株
式
会
社
を
指

し
、
例
外
と
し
て
八
五
一
条
を
位
置
づ
け
る
。
か
か
る
判
断
基
準
は
、

代
表
訴
訟
係
属
中
に
株
式
移
転
等
の
理
由
に
よ
り
子
会
社
の
株
主
地

位
を
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
適
格
を
喪
失
す
る
か
否
か
と
い

う
点
を
め
ぐ
る
立
法
経
緯
、
規
定
文
言
の
変
化
等
に
即
し
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
点
で
、
判
旨
に
賛
成
す
る
。

一
方
で
、
こ
れ
を
理
由
に
、
本
判
決
は
、
完
全
親
会
社
の
株
主
と

な
っ
た
者
が
完
全
子
会
社
の
取
締
役
等
役
員
を
相
手
に
株
主
代
表
訴

訟
に
よ
り
責
任
追
及
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
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し
、
上
記
で
み
た
と
お
り
、
八
五
一
条
に
該
当
せ
ず
と
も
、
二
重
代

表
訴
訟
を
認
め
る
べ
き
理
由
や
利
害
関
係
の
継
続
な
ど
を
考
慮
し
、

例
外
的
に
か
か
る

Xに
も
責
任
追
及
を
認
め
ら
れ
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

本
判
決
が
認
め
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
原
告

Xは
、
旧

A会
社
の
株

主
か
ら
株
式
移
転
に
よ
り
親
会
社
た
る

A株
式
会
社
（
株
式
移
転
当

時
は

C株
式
会
社
）
の
株
主
と
な
っ
た
。
か
か
る

Xに
二
重
代
表
訴

訟
を
認
め
る
べ
き
理
由
が
あ
る
か
否
か
は
、
当
事
者
の
主
張
に
か
か

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
例

え
ば
、
旧

A株
式
会
社
が
同
社
の
か
つ
て
の
取
締
役
ま
た
は
監
査
役

で
あ
る

Yら
の
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
判

断
し
、
そ
の
責
任
追
求
す
る
手
段
を
講
じ
て
い
た
か
、
旧

A株
式
会

社
の
経
営
に
つ
い
て
同
社
株
主
で
あ
る

A株
式
会
社
が
監
督
を
し
て

い
た
か
な
ど
、

Xが
二
重
代
表
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か

な
ど
の
事
情
の
解
明
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
旧

A株
式
社
と

A株
式
会
社
は
現
在
も
完
全
親
子
会
社
関
係
に
あ
り
、

A株
式
会
社
の
利
益
は
旧

A株
式
会
社
の
利
益
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、

A株
式
会
社
の
株
主
で
あ
る

Xは
、
依
然
と
し
て
旧

A株
式
会
社
に
つ
い
て
利
害
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
二
重
代

表
訴
訟
を
認
め
て
も
よ
い
か
に
つ
い
て
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。

指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
八
五
一
条
を
八
四
七
条
に
対
す
る
唯
一

の
例
外
と
し
て
と
ら
え
ず
、
本
件
が
八
四
七
条
に
対
す
る
例
外
と
し

て
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
・
確
認
す

べ
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
判
決
が
、
八
四
七
条
に
定
め
る

株
式
会
社

を
現
に
株
主
が

保
有
し
て
い
る
株
式
の
株
式
会
社
と
解
す
る
点
に
は
原
則
と
し
て
賛

成
す
る
が
、
そ
の
例
外
が
八
五
一
条
の
み
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解
し
、

そ
の
他
原
告
適
格
を
認
め
る
べ
き
例
外
事
由
が
あ
る
か
を
考
慮
し
て

い
な
い
点
に
疑
問
を
有
す
る
（
尚
、
本
件
評
釈
と
し
て
、
島
田
邦

雄
・
石
川
智
史
・
木
村
和
也
・
栗
原
さ
や
か
・
福
谷
賢
典

判
批

商
事
法
務
一
八
三
三
号
四
九
頁
が
あ
り
、
結
論
に
は
大
き
な
異
論
な

し
と
し
て
い
る
）。

金
尾

悠
香
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